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■研究調査レビュー

奄美調査曰誌

篠原隆弘（鹿児島大学法文学部）

竹村剛（鹿児島大学大学院人文社会科学研究科）

地域社会の末端現場で生じているさまざま

な生活問題に地方自治体をはじめとする行政

だけで対応するのはむつかしく，地域社会で活

動する諸種の地域性集団間の協力および/ある

いはそれら地域』性集団と行政との協働によって

対応せざるを得ないのが今曰の全般的な実1盾

である。

こうしたなかで筆者たちは，活動の日常的な

継続'性や』恒常`性を特徴とする従来型地域集団

である町内会や自治会等と，各種の生活上の

問題やテーマにアド・ホックに機動的に対処す

るのを特徴とする今曰型地域性集団であるボ

ランティア・サークルやＮＰＯ集団等の両タイプ

の集団を，主として地域社会の末端現場にお

けるそれらの｢環境共生活動｣に注目して取り上

げ，同活動の実証分析を通して，２１世紀の日

本および世界の最大の課題の１つである｢循環

型社会」づくりの具体的で確かな手がかりを得

ることを狙いとしている。

こうした狙いのもとに筆者たちは，2001-03

年度間の屋久島調査に引きつづき，2003年度

以降名瀬市内でフィールドワークをつづけてい

る｡下記の曰誌は，筆者たちの３回の奄美調査

の粗記録である｡目下筆者たちは，それらの粗

記録を調査研究の狙いのふるいにかけて，諸

事実と事実関係の確定を重ね，最終的なプレ

ゼンテーションに向けた段階的な精徽化を目

指している。

付記

①屋久島調査の成果については，篠原・竹村ほか

「住民の環境共生行動の形成と循環型社会の構

築｣鈴木基之代表｢循環型社会の屋久島モデルの

構築(第３の１分冊)：屋久島の環境と経済』科学

技術振興調整費報告書，2004年，265-382頁

等を参照されたい。

②奄美調査の狙いや中間的成果としては，篠原｢特

集:研究プロジェクト･研究グループ紹介一島喚コ

ミュニティと環境ガバナンスー｣『奄美ニューズ･レ

ター』No.１，２００３年12月，５－６頁や，篠原・竹

村｢離島社会における環境共生活動の展開一名瀬

市の２つの地域性集団の場合一｣鹿児島大学経済

学会『経済学論集』第63号，2005年，49-64頁

等がある。

③ヒアリング対象者の肩書等はヒアリング時点のも

の。

④３回のフィールドワークで，関係者から多数の文

書資料等を収集することができたので，それらの

収集諸資料を明記して，他の研究者仲間の便にも

供すべきであるが，今回はその作業にまで至って

いない。

日誌１（2004/３／１８－３／21）

◇３／１８(木)１３：３０－於大島支庁対象

者：同支庁職員(複数）

､知的障害者支援のためのNPO法人「ユーア

イ自立支援の会」がゴミの減量活動をしてい

る（活動の詳細については名瀬市福祉政策

課のＭ氏から聞き取ること)。

、自然保護団体もあるが，循環型社会づくりで

は沖永良部島の農業生産団体で意識が進ん

でいて，新しい動きがある。

･これらの関連団体もいまは行政1こもの申す段

階で，自らの活動に行き着いてはいないと思

う。

．当地の環境問題をめぐり，加害と被害の対立

構造はなく，加害＝被害である。
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・当地は多様性が大きいが，一応[手つかずの

未開地一中間の世界一人為の生活地]に区分

でき，2003-05年度にこの未開地を中心に

重要生態系調査が実施されている。

・マングースが在来種を食べて，駆逐してい

る。

・奄美が中央から遠いことを有利にとらえて，

地域づくりを進めたい｡ただ，岩崎産業が住

用村など，本島の中心部を広大に所有して

いることが地域づくりと深くかかわる。

・奄美パークができて，当地への客層が変

わった｡つまり，サーフィンなどの若者から民

俗，文化や自然に関心を寄せる上層客へ，

である。

.また奄美パークは，地元住民に地元のよさ

や価値を自覚させることにも貢献している。

･奄美で生活できる農業が営まれているのが

沖永良部島，喜界島，徳之島（ジャガイモ）

だ。

･そこに住んでいる人の福祉をまず考えるべき

で，産業振興や特産物づくりなどは時代遅れ

だ｡県は保健所を中心に長寿子宝プロジェク

トを進めている。

･奄美で最大のゴミ問題は海からの漂着物で，

それが海岸を汚している。

･廃家電を処理するのに離島のため単価で

2,000-3,000円高いコストがかかっている。

･話題に出た人物:ＭＫ氏(瀬戸内町歴史民俗

資料館職員)，ＭＹ氏(奄美パーク学芸員）

◇３／１９(金)９：３０－於同市環境対策課

対象者：同課職員(複数）

１．環境行政

・当市は，毎月第三曰曜日を市民の清掃曰に

して，清掃している。

・市は，2003年度まではゴミ減少推進員とい

う個人に補助金を出していたが，いまは町内

会･自治会に出している。

・2005年１月１曰から自動車リサイクル法が

施行されるが，それにあわせて，島内でリサ

イクルが成り立つシステムを構築していきた

い。

.いま段ボールだけは市で回収しているが，

新聞紙や雑誌などまでに手をひろげたい。

・月に100トンのゴミを業者（２社)に持ち込ん

でいる(詳細は『市勢要覧』を参照｡なお，同

『要覧』は３年に１回作成)。

・テレビや洗濯機などの不法投棄が山間部に

多いが，冷蔵庫の投棄はそれほど多くない。

1998年（平成10)４月から１人（＝委託職

員)体制で監視パトロールを始めたが，２００３

年度からは２人(同上)体制にした。

･不法投棄への目下の対策は啓発と警告と告

発，それに地域の町内会･自治会等での監視

だ。

･古紙，それに家電や自動車までをリサイクル

できる施設を立ち上げたい。

･これが家電リサイクル構想で，島内処理を目

指している｡つまり，［引き取り業一解体業一

破砕業］のうち，解体業までを島内で育成し

たいと考えている。

･島内ゼロ．エミ運動で大切なのは，ゴミはで

きるだけ減量すること，焼却できるものはで

きるだけ焼却すること，船賃コストを下げる

ことなどだ。

･2003年11月，県主催の鹿児島環境フエアが

開催され，そのさい子供環境フェアも開かれ

た。

･環境保全の副読本を学校用（小学４年生以

◇同日上記終了後於名瀬市企画調整課

対象者：同課職員

･町内会・自治会やボランティア団体を担当す

る窓口は教育委員会の生涯学習課，ＮＰＯ団

体の担当は当課｡ＮＰＯ団体については，県

のホームページを見ること。

･いま市民活動支援課を作ればと話していると

ころだ。
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･目下の主な仕事は，奄美を世界自然遺産に

登録するための準備を進めることだ。

上を対象としている)と市民向けに作成した。

この事業を実施したのは本県では当市と指

宿市の２市だけ。

◇同日１５：３０－ＫＴ氏宅：同氏は奄美

ゴミ減量・リサイクル推進協議会事務局長2．地域社会

・自治会の活動は郊外地区では活発だが，市

街地の組織率は５割くらいか。

･合併前の|日上方，下方，古見方の３村が郊

外地区。

1．同協議会の組織と活動

･会は1994年（平成６）６月に発足した｡その

半年前に地元紙・南海日々新聞のＴ記者が

廃油石鹸を作っているグループを紙面に紹

介したことなどがきっかけとなって，結成。

．ＭＴ氏(市の女性政策室職員などを歴任，故

人）が自治会や婦人会などをまきこめとアド

バイスしてくれたので，会はそのように組織

化した。

・中央公民館の会議室で年１回総会を開いて

きた。

・名瀬市環境フエア（2004/３/２０－３/25）で

は，啓発パネルとリサイクル・アイデア品の

展示などをする｡グリーン購入法のもとで環

境に負荷を与えない消費行動の大切さを盾

宣する。

・子供エコクラブは当会の子組織で，子供た

ちはこのフェアで水辺ウオッチングとまちウ

オッチングの成果を発表する。

・エコバック(＝買い物袋)のコンテストをした。

賞金の代わりにいくつかの商店街通り会の共

通商品券を副賞にしたら，2001年６－７月

の募集期間に26点の応募があった｡費用は

商店街からの寄付金だ(調査者の１人がエコ

バッグの現物１点を頂いた)。

◇同曰１０：５０－於まちづくり推進課対

象者：同課職員

まちづくりの方向性

･1996-2002年度間に企画調整課内にあっ

た都市整備推進室が2003年度にまちづくり

推進課に改組・新設されたが，2004年４月

１日から都市整備課に改名することになって

いる｡国，県，市の事業をこえて，まちづくり

を推進するために設置されたのが当課だ。

ＰＦＩ（民間による公共事業施行）方式の採用

も考慮している。

・当課の大きい仕事は次の二つ。

一つは，市街地の整備において国と県と市

の事業を調整・一体化すること｡もう一つは，

行政の縦割りをこえて，マスタープランを作

り，みなとづくり･まちづくり･道づくりを進める

こと。

･成熟の時代にあわせたまちづくりをしたい｡つ

まり，これまでのようなまちの拡大を止めて，

まちの中心になる目や顔を作っていきたい。

港町の名瀬に戻る，もとの｢島だて｣を重視し

たい。

･環境保護団体等と話しあいながら，都市計画

づくりを進めている。

2．組織・活動上の問題など

･行動できる人ができない｡基礎的知識を積み

重ねて，勉強するのがいやで，おっくうがる

人が多い。

．また，人を集めるのが問題だ｡目下，子供を

人集めのきっかけにしている。

.まちづくり推進課が当市のまちづくりの行政

側の主体だが，目下，議論が紛糾している。

◇同曰１３：３０－於奄美自治会館２階

対象者：奄美群島広域事務組合・奄美群

島観光連盟事務局職員
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事態が動いて，あきらめムードの市民もいる

が，第三者的立場ではなく，アクティブにま

ちづくりの議論に参加すべきだと思う。

．｢南ふる大学｣の環境ゼミに参加した生徒の

仲間がＫＴ，Ｈ，ＴＹ（市環境対策謀職員)，

Ｍ(福祉活動家,女性)の諸氏だ。

◇同日’1：ｏＯ－於矢之脇町自治会長宅

対象者：ＳＫ氏

1．本人のこと

・1938年（昭和13）１０月２２日生まれ，６５歳。

名瀬市出身。

･名瀬郵便局に41年間勤務し，1999年（平成

１１）３月に定年退職。

･子供は３人｡長女は1967年生まれで，本県

肝属郡串良町の人と結婚し，２人の子をもち，

東京に居住｡次女は1969年生まれで，同居

しているが，鹿屋市出身の人とまもなく結婚

の予定｡長男は1971年生まれ，熊本大学工

学部を卒業，熊本市水道局に勤務｡妻女は

1942年（昭和17)８月生まれで，龍郷町出

身。

･子供の成長，入学にともない，ＰＴＡ，子供会

活動や地域活動にかかわっていった｡１９７５

年(昭和50)から，子供会育成会長，自治会

総務部長，同副会長を経て，2003年度から

会長に就任し，現在３選されている（任期１

年)。

齢
く

T１ＰＪｎＵ[llli］ O専ら手
⑫枚）

＜俸吻弓＞

の▲。Ｂを交互に縫い、鱈の状櫨にする。

②①を裏返して函のように折り．いっきに｣壷を鍵う゜
（まちが谷読むにできる｡）

③Ｃの＃寺乞手の爾轌壷三つ録にして錨率しておく。
④鐘のロに③をはさみ込み上に倒しておさえ、ミシン窪かＩする。
⑤持ち手の中央を山にして鍵ぅ．

Ｆ=『］、『言〒〒7=iｌ

11194
③

に二三ｺ

エコバックの作り方を地域に配布している

２．自治会

・矢之脇町の由来：平家の落人が射た矢が落

ちたのが当地だという伝説がある。

・当町の自治会館(＝集会所)の建物は自治会

所有，土地は名瀬市所有で，市から借用。

･市内に74自治会,８地区があり，当地は金久

地区｡地区レベルにも市レベルにも自治会連

合会があり，この自治連は市行政と密接に関

係し，それに一定の影響力をもっていると思

う。

・2003年が市自治連誕生30周年だった｡会長

はＮＴ氏（柳町自治会長，読売新聞名瀬専

売所経営｡地区体育祭の９／12,金久中学校

体育館で名刺を交換)。

･環境保全やゴミ処理は会の主要活動だ｡具

体的には次の通り。

1）市民清掃活動：毎月第３曰曜曰の７：００－

◇３/２０(土)９:３０－於名瀬クリーン・セン

ター対象者：大島地区衛生組合(名瀬ク

リーン・センター)職員

･同氏から簡単な聞き取りと資料収集をし，セ

ンター内を案内して頂く。

iiii欝蕊iM蕊lilii鍵！

灘ii鱗：

名瀬クリーン･センター
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者は主としてアパート居住者など。

.「若返り会」は，６５歳以上が入会資格をもつ

が，約150人か160人が65歳以上。

･およそ幼児50人，小学生50人，中学生20人，

高校生20人，20-64歳台が300人。

･高齢者単身世帯は約40世帯(比率12.4)，そ

れ以外は家族のいる世帯。

･会は４班構成｡各班のおよその世帯数は次

の通り。１班110,2班80,3班7０（会長所属

の班)，４班60.

.職業は概略次の通り。

会社員23世帯，無職17世帯，公務員６世帯，

紬自営３世帯，建築業２世帯，金融業･商店

経営･バー経営･宗教家各１世帯，不明約２０

世帯（うち10世帯は会社勤めと目され，真に

不明は10世帯)。

・今年から，市が会に一括して３１，０００円を補

助｡昨年までは，散布用ホウ酸代の半額とゴ

キブリの毒代の全額を補助していた。

８：００の約１時間，町内の道路，溝，公園，空

き地でゴミ拾いや雑草の刈り取りなどを実施。

７月には青少年ふるさと美化活動をし，１２月に

は年末市民総ぐるみ清掃活動として月例の活

動以外に放置自転車の処理もする｡２）ヤスデ

などの害虫駆除のための薬剤の散布｡３）昨年

度からのゴキブリ退治の開始｡４）犬の糞の防

除：150枚のミニ看板を町内に立て防除を訴え

たところ，効果は上がっている。５）ネット型の

ゴミ・ステーションの工夫作製とそれの町内へ

の配置：当町内は山ぎわであるため，特にカラ

スや猫が多く，生ゴミが食い荒らされる被害が

深刻だったので，住民たちが工夫に工夫を重

ねて，使いやすくて，交通の邪魔にならず，し

かも堅牢な現在のゴミ・ステーションを案出し

た。

.もう一つの主要活動が防災・防犯だ｡火の用

心の夜回りは，各戸まわしで１年365曰実施

している。

2．地域社会

・当町には，大和村出身者が多く，相互に絆が

深い｡市内で郷友会活動を活発にしている。

･大和村出身のＳ海運の社長が当町内に居住

しており，彼を中心に同村出身者が集住して

いるようだ。

3．本人のこと

･会長の父は浦上町(旧三方村内の集落)の出

身。

･会長は，1973年（昭和48）からここに居住。

その前は市役所近くの末広町に居住してい

た。

開閉式ごみ収集ネットの利用の様子

日誌２(2004/９／１０－９／13）

◇９／１０(金)１０：００－於矢之脇町自治会

長宅対象者：ＳＫ氏(前出） ◇同曰１３：４０－於名瀬市環境対策課

対象者：同課職員(複数）

1．自治会

･会員名簿はない。

･2004／４現在，323世帯648人で，世帯加

入率は約７割｡男291人，女357人｡未加入

1．自治会と循環型社会づくり関係者

･矢之脇町自治会の活動は，市内でも突出し

たタイプだ｡ＴＹ氏（同課職員）は同自治会
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第３班の住民だ。

･同自治会のゴミ・ステーションを見学して，
仲勝町町内会もそれを作った。

･循環型社会づくり関係の団体や個人のリスト

は作っていないが，いくつかいえば次の通

り｡：奄美野鳥の会，奄美哺乳類研究会，奄

美の自然を考える会，奄美ゴミ減量・リサイ

クル推進協議会，同会のなかの奄美エコ探

偵団(子供中心で，子供エコ・クラブの名瀬

市版)や，○Ｔ氏(山案内人，自然公園指導

員)，ＯＫ氏(道の島公社の海洋展示館研究
員)など。

これは土木部の所管で，末広，港両町など，

港湾部の整備計画だ。

･名瀬市における従来の宅地化は，風に沿っ

て，風の影響の少ないところで進んできた。

･当地は，輸送コストが加算されるため生活は

苦しく，付加価値の高い産業や商品がないた

め，所得が低い。

．いまは黒糖焼酎業，それにホテル業が設備

投資を進めている。

◇９／1０（土）１３：ＯＯ－ＫＴ氏宅対象

者：ＫＴ氏(前出）

２．環境行政

・2004年３月の名瀬市環境フエアは，この環

境対策謀と市教育委員会学校教育課と民間

の諸団体と写真家のＨＦ氏が共催し，国の

補助を受けて実施した事業だ。

･本課は，地球温暖化防止のための試みとし

て，いま地域省エネルギー・ビジョン作成事

業に取り組んでいる｡市役所庁舎やクリーン・

センターでは，組織的に待機電気の減少を

考えている。

･2004年１月から市役所は，古紙を回収し，

それを資源として売却している。

.何でも役所にお願いする市民の対応は問題

だ｡こうした市民意識をどう改革するかが大
切だ。

．ＴＹ氏は，本課に2003年４月に着任。

1．本人のこと

･1957年(昭和32)３月１日同市小宿のこの

家で誕生｡鹿児島大学法文学部人文学科英

文学専攻を卒業し，教員免許をもっている。

･神奈川県に出て，そこで結婚し，長女の誕生

を機にＵターン。

.この家の管理者で，両親は市内で別に弟と

一緒に居住。

.いまは昼間ＮＰＯ青少年支援センターに勤務

し，夜はこの家で学習塾を開いている。

２．活動

.この３月の名瀬市環境フェアに私たちが参

加した翌曰の２２曰（月）は，鹿児島大学の先

生の講演と，それをめぐる意見交換会があっ

た｡参加者は20-30人。

･子供エコ･クラブの活動は同日の午前中にし，

すんだら，子供たちは帰した。

･子供環境フェアは２年に１回開催している。

その行事の一つであるエコ・クラブの子供た

ちのキャンプにはマイコップやマイ皿を持参

させ，環境教育をしている。

.また，親子でリサイクルわらじも作り，－足

100円で20足売れた。

･協議会の事業でＩＨ氏を講演に呼んだ（私

たちの調査時の地元紙・大島新聞に掲載)。

講演者への謝金，交通費，宿泊費はすべて

◇同曰１５：３０－於同企画調整課対象

者：同課職員

都市計画など

．まちづくり推進課を中心に市街地再開発計

画はできているが，そのまま進めるかはペン

ディングだ。

･同計画への反対運動があるが，その中心は

地権者たちだ。

．もう一つはマリンタウン・プロジェクトだが，
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らこの法人活動の前身を任意団体として開始

したので，この12月で６年目に入る｡より社

会的認知を得るために，2001年(平成13)６

月にNPO法人化した。

･活動を続けていくことの難しさをいま痛感し

ているが，いろいろな人に会えたこと，いろ

いろなことを勉強できたことが財産だと思っ

ている。

･リサイクルの仕事は静脈産業や隙間産業と

いわれるが，将来性はあると思う。

県費もちだ。

･古紙全般を扱う会社｢リベラル」（ＭＹ氏が代

表)が本協議会に参加した。

･本協議会は，自治会・町内会によるペットボ

トル，段ボール新聞紙，古紙の自主回収の

動きとタイアップすることができるので，小

宿町町内会の次回会合でこのことを提案した

い。

･本協議会の一部にエコ商品を買い付けて，

それを販売する計画もある。

･本協議会の活動の当面の主点は，本協議会

への個人参加を勧誘･促進することにある｡会

員数減だから。

・当地のまちづくりの目下の話題は，一つは市

町村合併の件，もう一つは国道58号線の渋

滞緩和のための拝山下のトンネル掘削の件

だ。

2．活動

．この事務所兼施設は名瀬市立幼稚園の跡地

だ。

・更生施設勤務中，障害者にふさわしい仕事

がない，また，施設内でものをつくっても，施

設外にそれを出す先の受けⅡがないことに

気づいた｡つまり，だれのための施設かを痛

感した。

・リサイクルの仕事(例えば，資源ゴミの分別，

空きビンの洗浄，牛乳パックの再生など)は，

障害者でもやれると気づいた。

・2000年４月から，瀬戸内町以外の奄美の全

自治体で資源ゴミの分別収集が開始された

ので，分別の仕事が名瀬市でとれ，さらに

徳之島や沖永良部でも仕事をとるための準

備を進めた。

・牛乳パックは1999年までは全部燃やしたが，

いまはその再生事業を行い，自分の名刺も

その再生紙で作っている｡この事業を行うな

かで，全国ユニバック連とつながった。

．いま，採算上からこのパック・リサイクル事業

を止めようかと話しているが，全国的にこの

活動を認知してもらっただけに，止めること

には|丑泥たる思いだ｡これまで島民にたいへ

ん協力してもらってきたが，後を引き受ける

人がいない。

.みんなができる仕事づくりが私たちの狙いで，

焼酎メーカーで空きビンの洗浄の仕事もし

ている。

名瀬市環境フェアの様子

◇同曰１６：３０－於ＴＹ氏事務所：同氏

はNPO法人｢ユーアイ自立支援の会｣理事

長

1．本人のこと

・1954年(昭和29)４月５曰生まれ｡淑徳大学

社会福祉学科卒。

･千葉県市川市役所，名瀬市金久児童館（６

年間)を経て，知的障害者入所更生施設｢愛

の浜園｣に16年間勤務。

・同施設をやめて，1999年（平成11）１２月か
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・分別収集をはじめて５年くらいたつのに行

政は分別の対象を増やさない｡行政に注文す

るために，リサイクルの品目を決めるときか

ら自分は[関係の委員会]に入っていた。

・毎曰できる仕事として，養鶏場経営を目指し

て，市内の小湊にそのための土地を整地し

た｡10,000羽の養鶏とサプリメント「春ウコン

黄卵油」の製造を計画して，来2005年４月

のオープンを目指している。

・循環型社会づくりの啓発や啓蒙はできても，

その活動を地域のなかで持続させて，根づ

かせていくのが難しい。

・福祉施設の運営を，市や県をこえて，国や中

央と直結した形で自由に進めたい。

・福祉観光特区を立ち上げて，障害者が観光

で移動しやすい仕組みを作りたいし，またあ

わせて，障害者の楽な地域間移動問題を考

えたい。

･環境問題やリサイクル活動は他人事だとの

認識がある｡実際に活動しようとするとルート

がない。

･市民，市民団体，行政がそれぞれにもう少し

真剣に住みよい奄美づくりを考えるべきだ。

1．本人のこと

・1939年(昭和14)８月龍郷町で生まれたが，
育ちは名瀬市。

・自衛隊に34年間勤務し，定年(53歳)で12年
前に帰郷。

･1993年（平成５）４月から現在まで副会長。

役員をする人がいないので。

･郷士史に関心をもち，鹿児島大学の先生の

講演にも出席したことがある。

2．自治会のこと

．この自治会は，主として防災を目的して

1994年に発足。

．この町内は生活保護世帯が多い｡会への加

入率は把握していない。

・自治会に協力的な貧しい盲目の障害者や高

齢者もいれば，非協力的な豊かな共働き者

もいる。

･自治会費は年額3,500円。

･例年夏休みの第一週目に「火の用心祭り」を

実施している｡昼はパレード，夜は納涼祭だ。

･緊急救助システムをつくって，その対象者で

ある一人暮らしの高齢者などを役員間で見

守っている。

･次週の日曜曰（９／19)に，会としてグランド・

ゴルフを実施する。

◇９／１３（月）１０：２５－於仲勝町公民館対

象者：会長.Ｔ氏(地つき)，副会長．Ｎ氏

（30年前から当地に居住)，Ｋ氏(地つき)，

会計書記．Ｋ氏(15年前から居住）

1．町内会のこと

．この公民館の敷地と建物は名瀬市の所有で，

当町内会が管理｡敷地210坪，建坪50坪。

.|日上方村が名瀬市に合併される前は，仲勝

町が公民館を所有。

･会計書記のＫ氏が当地に居住する前にこの

公民館はできていたが，維持管理や補修が

問題だ｡当地の町内会費が高いのは，これら

名瀬市立幼稚園の跡地を利用している

◇９／1２（曰）１３：２０－於小俣町自治会集

会所(西平酒造の建物の一部を集会所とし

て借用）：対象者はＫＴ氏
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･青年団や壮年団はない｡５５歳までが壮年，

56-64歳がシニア会，６５歳以上が老人クラ

ブ。

にかかる費用を含むためだ。

.今年の総会は４月２５曰（日）に開催｡会費は

月額600円，加入世帯数は205戸。

･加入率は約90％，借家やマンション・アパー

トの居住者が主な未加入者だ｡なお，当町内

の向里（字名）に立地する県営住宅と国家公

務員住宅は会の範域から除外。

･町内会はあくまでも任意団体であり，この加

入の任意性が会の活動と組織にとって大き

い問題だ。

･いまは仲勝町と和光町を合わせて，一つの

町内会を構成しているが，2000年に和光町

という字名がついてから，和光町（約100世

帯)の独立機運が生じた。

・当町は「合衆国」だから，町内の統合に力を

傾注している｡そのために例えば，相撲大

会や島唄大会を開催｡今年から，小中学生の

相撲大会に学校の吹奏楽団や先生も参加し

ている。

・矢之脇町自治会のゴミ・ステーションをモデ

ルにして，当会でも試作し，準備を進めてい

る｡色分けしてゴミの分別をするくらいで，い

ままで特段のゴミ処理対策はしてこなかった

が，今年度の活動項目としたい。

・当町内は朝曰校区だが，会の連合体は校区

レベルにも市レベルにもある｡市レベルでこ

の８月にまちづくり懇談会があった。

・当会も７項目の要望事項を出したが，その

中心の一つが防災事項だ。

.例えば，崖崩れの危険地区でもそこへの防

災工事の実施は地権者の承諾がないと，着

工できない｡ところが，全地権者の承諾をと

るのは至難であり，この種の工事を進めてい

る町内はどのようにして承諾をとったのかを

学びたい｡現に当町内にもそうした危険地区

があるので。

日誌３(2005/６／１３－６／15）

◇６／１３（月）１１：００－於ＫＴ氏宅対象

者：ＫＴ氏(前出）

1．名瀬市地域省エネビジョン策定活動など

･鹿児島県名瀬市『出来ることから始めよう11進

んで省エネ楽しく省エネ』名瀬市地域省エネ

ルギービジョン策定等事業報告書平成17年

２月の発刊を教えてもらう。

．ＫＴ氏も，策定委員会の15人の委員の１人

として策定に従事した｡事務局は環境対策謀

環境政策室(担当はＴＹ氏かＮ氏)。

､策定の狙いは，『名瀬市総合計画（2002～

2011年度)」にうたわれている「ゼロエミッ

ション社会の構築｣や，奄美群島の世界自然

遺産登録に向けての環境問題へのさらなる

取り組み等にある。

・策定委員たちと福岡市で実践されている地

域通貨｢ペパ｣の事例等を調査に出かけた。

・地域通貨を行政側であつかう窓口が企画課

市民協働推進室｡民間側の一つがNPO法人

「グレース・工・サモサ｣｡その代表がスロー

フード活動をしているＹＳ氏で，同氏も策定

委員｡ＫＴ氏は同法人の副代表｡同法人の狙

いは，環境問題に意識・自覚のある人を増や

すことにあり，町内会等を構成単位として取

り込んではいない。

.この４月から市が古紙の回収を開始したが，

パッカー車で回収しているのは問題だ｡その

ため分別収集がだめになるからだ。

・アルミカンと－升ピンは効率よく現金化され

るので，回収がよく進んでいる。

・本市では，この種の活動に福祉関係諸団体

の参加が少ない。

・だから，自分は温暖化防止推進活動等を啓

2．地域社会

・地つきは約40戸，あとの170-180戸は流入

者。
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発する立場にもある。 .ＳＨ氏からの教示

①『市政だより』が第１巻(昭和29年８月分)か

ら第３巻（平成１年１月分）までバックナン

バー揃いで広報課に備えてあること。

②『名瀬市誌』の増補版もあること。

2．「アグリランド.あまみ」のこと

･これは，現に農業をしている人たちを取り込

んでいるのを強みとする，スローフード活動

をテーマとする団体で，2005年５月に発足。

･会長はＮＹ氏，ＫＴ氏は理事の１人｡メン

バーは20人。

．この団体では，消費者と連携をはかりながら，

環境問題を考え，環境共生を実践していき

たい｡NPO法人化を目指している｡リュウキュ

ウアユの生態観察，環境子供大会，カント

リー・パン食い競争等の行事を行った。

･理念的にはＹＳ氏の「サモサ」と類似してい

るが，別組織。

◇同日１１：００－於(社会福祉法人)名瀬

市社会福祉協議会対象者：同課職員

（複数）

･本協議会でボランティア養成講座として予

算をつけているので，その予算を使って，

2004年１月にボランティア諸団体による活

動発表会を開いた。

･そのさいに，ＮＰＯ法人｢ユーアイ自立支援の

会｣理事長のＴＹ氏(前出)にも活動を発表し

てもらった｡その後の同会の活動内容は把握

していない。

･矢之脇町は，地域性の残っているところだ。

･同町の民生委員はＹＨ氏，民生委員アドバ

イザーがＳＫ，ＮＭの両氏で，かれらが地

域のアクティブ派だ。

･本市には知的障害者の更生施設の「愛の浜

園」があるが，就労の難しい人をリサイクル

事業に継続雇用して，一挙三得を工夫する

のがポイントだ。

◇６/1４（火）９：３０－於名瀬市役所環境

対策謀環境政策室対象者：同課職員

･前日，ＫＴ氏から教示された「出来ることか

ら始めよう１１進んで省エネ楽しく省エ

ネ｣を頂く。

．要は，この報告書をどう生かし，ここで提案

されていることを地域にどう根づかせるかが

大切だ。

･福岡市に地域通貨の実践例を視察に行った。

同実践例ではさしあたり，参加者を意識の高

い人に限定して，会員制にしているが，最終

的には全世帯の１％参加を目指している。

･名瀬市でもこの７月から関係団体が地域通

貨活動を始めることにしている。

･本市では，2004年度に約1,600トンのごみ

が出た(うち家庭系のごみが７割事業系の

それが３割)｡大島新聞６月１３曰付けによる

と，前年度に比べごみ処理に必要な電力使

用料で430万円減を出している。

◇同曰１３：００－於ＴＹ氏事務所対象

者：ＴＹ氏(前出）

･目下取り組んでいるのは，障害者や高齢者

の外出を支援する福祉運送事業だ。

･外出困難者は現在では人口の５％というの

が統計上のスタンダードだ｡名瀬市でこれら

の人を対象にして移送事業をしたい｡福祉車

両は３台持っているし，また，その運転は障

害者でも資格があればできる。

･国土交通省，県，市，支援団体，利用者等を

調整して，同事業の目鼻がやっとついたとこ

ろだ。

◇同曰１０：００－於同企画調整課対象

者：同課職員
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．この事業を軌道に乗せて，「ユーアイ自立支

援の会｣の運営もうまくいかせたい。

･その他に行っている事業は次の通り｡市内で

春・秋ウコン，ガジュツをあわせて約３反歩

植え付けて，それらを混合，ブレンドした製

品を作っている｡また，空きビンの洗浄と紙

パックからの再生紙作りは，代わる人がいな

いので，小規模ながら続けている。

･将来は福祉観光特区つくりを目指している。

いる。

・害虫駆除用のホウ酸団子つくりは，ＳＭ氏が

平成14年度に婦人部長に就任してから人が

集まるようになり，大々的に実施している。

．ＳＫ氏は地域社会への奉仕の精神がいっぱ

いの公平の人だ。

・活動上の当面の問題

①総じて新しい居住者や若い住民が例えば清

掃やホウ酸団子つくりなどの活動に参加しな

い。

②活動に不参加の家庭の子供に問題児が目に

つく｡問題児にすぐに問題児だとのラベリン

グを周囲の者がしない方がよいと思う｡難し

いことだが，当人に自分の行動の問題』性を自

覚させるようにいいきかせる方がよい｡昔は

周囲の者がそうしていたと思う。

③放し飼いにされた飼い犬による被害（人身へ

の危害や脱糞など)が生じている｡これも含め

てペットの飼育問題がある｡まずは放し犬の

実態の写真撮影を始めた。

④活動に不参加の人や自治会に非加入の人が

本自治会の活動の現状をどうみているのか

を把握したい｡地域により密着した活動を進

めるために。

◇６／1５（水）９：００－於矢之脇町自治会

長宅対象者：ＳＫ会長(前出)，ＳＭ氏

（同自治会婦人部長）

１．ｓＭ氏のこと

・1938年(昭和13)大和村生まれ｡地元の高校

を出，数年島外に他出して，1963年（昭和

３８)に名瀬市に帰り，（株）Ｓ海運のＳ氏と結

婚｡現在同社長夫人。

2．自治会活動

．「平成17年度自治会総会資料｣の表紙は，平

成16年７月，矢之脇公園で開かれた「やの

わき祭り｣の－コマで，約300人が参加。

．特に婦人部がこの祭りをはじめとする自治会

行事のすべてにかかわっている｡その意味で

婦人部は，本自治会を構成する６つの部会

中の中核だ。

.明るく住みよいまちづくりにみんなで楽しく取

り組んでいる｡市全体への目配りよりも，まず

は自分たちの町内をよくしたいというのが私

たちのスタンスだ。

・町内15カ所のごみステーションは木造であ

り，設置して３年たつので，だいぶガタが来

ている｡今年は腐食した木枠の取りかえや網

の張りかえなどの修理を徹底したい。

.ごみの分別の仕方が変わった｡これまでは燃

えるごみと燃えないごみとの分別だったが，

今年から分別項目が増えた。

・ごみ問題への自覚を促すためにも，自治会

で市のクリーンセンターへの見学を予定して

校区自治会連合会主催体育祭の様子

1８


